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庶 務 係 長 岡  﨑  貴  子  君 

────────────────────────────────────────── 
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開  会   午前１０時００分 

○議長（田中 修） 皆さん、おはようございます。 

  会議を始めます前にご報告申し上げます。 

  本日、馬場会計管理者及び木原産業観光課長から欠席の申し出があり、これを許可し

ておりますので、ご報告いたします。 

  それでは、ただいまの出席議員は１２名であります。定足数に達しておりますので、

ただいまから平成２９年第１回宇治田原町議会定例会を開会いたします。 

  これより本日の会議を開きます。 

────────────────────────────────────────── 

◎会議録署名議員の指名 

○議長（田中 修） 日程第１、会議録署名議員の指名を行います。 

  本定例会の会議録署名議員は、会議規則第１２７条の規定によって、２番、松本健治

君と１０番、今西久美子君を指名いたします。 

  以上の両名に差し支えのある場合には、次の順序の議員にお願いをいたします。 

────────────────────────────────────────── 

◎会期の決定 

○議長（田中 修） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

  お諮りいたします。本定例会の会期は本日から３月２９日までの２７日間といたした

いと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって会期は本日から３月２９日までの

２７日間と決定しました。 

  会期中の予定については、お手元に配付の定例会日程表のとおりであります。 

────────────────────────────────────────── 

◎諸報告 

○議長（田中 修） 日程第３、諸報告を行います。 

  会議規則第１２９条の規定により行われました議員派遣につきましては、お手元に配

付したとおりでございます。また、議長において受理いたしました陳情書１件につきま

しては、お手元に配布しているとおりでございます。 

  各議員におかれましては、十分にご高覧いただきますようお願い申し上げます。 

  これで諸報告を終わります。 
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  ここで、町長より発言を求められておりますので、これを許します。町長。 

○町長（西谷信夫） 皆さん、おはようございます。 

  ３月議会定例会開会に当たりまして、一言ご挨拶を申し上げます。 

  ことしの冬は例年になく降雪が多く、厳しい寒さが続きましたが、ようやく寒さも和

らぎ、春の訪れを感じる季節となってまいりました。 

  本町におきましては、これから田植えの準備やまたお茶の時期に備え、一年で一番忙

しい繁忙期を迎えようとしておるところでございます。 

  議員各位におかれましては、ご健勝にてご活躍のことと心からお喜びを申し上げる次

第でございます。 

  本日は、平成２９年第１回宇治田原町議会定例会を招集させていただきましたところ、

議員各位におかれましては公私とも大変お忙しい中、ご参集を賜りまして、ここに開会

できますことを心から厚くお礼を申し上げる次第でございます。 

  私、さきの町長選挙におきまして、多くの住民の皆様からのご支援によりまして２期

目当選の栄に浴し、歴史と伝統に培われた宇治田原町の第１７代町長として引き続き町

政を担わせていただくこととなりました。この間、多くの住民の皆様から、また多数の

議員の皆様からの心温まるご支援とご厚情に心から感謝申し上げますとともに、改めま

してその責任の重大さを痛感し、身の引き締まる思いでございます。 

  また、平素は町政発展のためにご尽力をいただいております町議会議員の皆様に対し

まして、心から感謝と敬意を表する次第であります。 

  １期４年間、一日一日を精一杯職務に励み、住民の皆様の目線で、また対話を基本と

して、住民の皆様とともに町政に取り組んでまいりました。そしてその経験を糧に、議

員の皆様をはじめ先人たちが築き上げてこられましたこの宇治田原町のさらなる発展と

１万住民の皆様の幸せのため、新たな任期において粉骨砕身努めてまいる決意でありま

すので、皆様方の一層のご理解、ご支援を賜りますようお願いを申し上げる次第でござ

います。 

  それでは、開会に当たりまして諸議案をご提案申し上げます前に、私の２期目任期の

始まりとなります平成２９年度において、宇治田原町政の推進に臨みます所信の一端を

述べさせていただきたいと存じますので、よろしくお願いを申し上げます。 

  私の１期目任期の最終年である昨年３月に、持続可能なまちづくりを進めるための長

期的な指針である第５次まちづくり総合計画、そして人口減尐の克服と地域創生のため

のまち・ひと・しごと創生総合戦略を、町議会のご可決をいただき一体的に策定いたし
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ました。 

  そして、私はさきの町長選におきまして住民の皆様からご信託を受けるに当たり、町

政における最重要の三本柱として「都市計画道路宇治田原山手線の整備」「新庁舎建設

事業」「人口減尐対策、移住・定住対策」の推進、また第５次まちづくり総合計画に掲

げる４つのまちづくりの目標及び２つの行政の基本姿勢に沿った５４項目の具体的な施

策と取り組みについて、住民の皆様にお約束をさせていただきました。 

  この公約では、「絆で輝く 未来を創る 交流のまち」をテーマといたしており、人

と人とのつながり、心と心のつながりに重きを置き、きずなで輝く人、もの、文化がつ

ながる交流のまちづくりに今後も取り組む姿勢を示しております。 

  そして、尐子高齢化と人口減尐が進む中にあって、人と人とがきずなで結ばれ、

３０年、５０年先に本町に住んでいただく方の未来に希望と責任を持つこと、また住ん

でいる人も住んでいない人にも「好きやねん うじたわら」と言っていただける、明る

く未来ある宇治田原町をつくり上げるため、引き続き山田京都府政との協調を深める中、

公約実現に向け取り組んでまいる所存であります。 

  ここでまず、総合計画等で明らかにしております本町の主要課題も踏まえまして、私

の公約における最重要三本柱に掲げる事業につきまして、最初に申し上げさせていただ

きます。 

  まず、１本目の柱は、私が本町のまちづくりの一丁目一番地の施策として位置づける

都市計画道路宇治田原山手線の整備、すなわち道づくりであります。 

  平成３５年度に予定される新名神高速道路の開通は、本町の将来とまちの構造に劇的

な変化と飛躍をもたらす可能性を秘めており、そのインパクトを生かした都市整備を進

めることが何よりも重要です。 

  都市計画道路宇治田原山手線は、新名神高速道路の（仮称）宇治田原インターチェン

ジへのアクセス道路となり、国道３０７号の交通分散を担う域内交流・流通の機能と災

害時における地域内外の連携強化の機能をあわせ持つ、本町のまちづくりの根幹をなす

ものであります。 

  これまで都市計画道路宇治田原山手線の早期完成を求める住民会議の皆様によります

積極的な活動をはじめ、官民一体となった取り組みを強力に進めてまいりました結果、

京都府において去る２月３日に開催された公共事業評価に係る第三者委員会において、

町道南北線の交差部分までの１．１キロを当面の第１期整備区間として、新規着手の必

要性が承認されました。そして同月８日に発表された京都府の新年度当初予算案におい
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て国道３０７号バイパス都市計画道路宇治田原山手線を新規事業として計上していただ

くという、本町にとって非常に大きな進捗の局面を迎えたところであります。 

  この間の皆様方のご協力、そして京都府の取り組みに感謝を申し上げますとともに、

悲願であります早期の全線開通に向け、引き続き京都府と協議を重ね、協調を強めなが

ら、住民の安心・安全のための必要不可欠な道路として、その整備に全力を傾注してま

いりたいと考えております。 

  ２つ目の柱は、役場新庁舎の建設事業、すなわち拠点づくりであります。 

  住民サービスを効率よく提供するとともに、災害対策活動の拠点ともなる新庁舎につ

いては、平成２７年９月に策定した宇治田原町新庁舎建設基本構想をもとに、災害対策

活動の拠点や窓口・住民サービス、開かれた庁舎としての必要な機能、建設位置や土地

利用計画、施設配置計画、事業手法等の検討を行い、本年１月に宇治田原町新庁舎建設

基本計画を策定いたしました。 

  建設位置につきましては、第５次まちづくり総合計画の土地利用構想において、公

共・公益施設等の住民サービス機能と産業・工業機能の集積を図ると位置づけた「シビ

ック交流拠点」周辺の町道南北線の延伸部と都市計画道路宇治田原山手線の交差点に面

する場所としており、平成３２年度の供用開始に向け、平成２９年度は基本計画に基づ

く庁舎建設事業を本格化してまいります。あわせて、新庁舎に隣接した防災機能を有し

た都市公園につきましても、整備に向けた検討を進めます。 

  新庁舎建設は、１本目の柱であります都市計画道路宇治田原山手線の整備とあわせ、

本町の土地利用構想とまちづくりの根幹をなす事業であり、山手線の整備とそれによる

都市機能を牽引する極めて重要な旗印として、事業を速やかに、かつ強力に推進してま

いります。 

  そして３本目の柱は、人口減尐対策と移住・定住対策の推進であり、これは未来づく

りであります。 

  総合計画、総合戦略の双方に共通するまちづくり戦略において、これら対策に資する

ため、まちの活力戦略、うじたわらっ子育み戦略、安心・住みよいまち戦略の３つの基

本目標を定めております。 

  本町においてはこれまでから、例えば府制度より手厚い子育て支援医療費助成や、昨

年の学校給食甲子園で全国２位となりました就学前から中学校までの安心・安全な給食

の提供など、他市町村にはない強みを有しています。これらのこれまでから有している

強みに加え、戦略期間の２年目となります平成２９年度におきましては、戦略と公約に
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掲げた施策をさらに具体化させ、新たに町内の新築・中古物件を購入し、移住・定住し

た方への奨励金や空き家活用、さらに町に転入・定住する従業員を雇用した事業者への

転居・住居費用等の支援策の創設など、移住・定住に資する新たな施策をパッケージで

組み合わせ実施することにより、多世代にわたり「住んでよし」のまちづくりを強力に

進めてまいります。 

  これらの三本柱は、それぞれの取り組みが連関することにより、足し算ではなく掛け

算の相乗効果が発揮されるものと捉えております。そのためには、どの取り組みも欠け

ることなく、一体的に進めていくことが何よりも重要であります。 

  そして、公約に掲げた事業を一つ一つ、着実に進めていくことにより、第５次まちづ

くり総合計画に掲げる将来像であります「人がつながる 未来につながる お茶のふる

さと 宇治田原」の実現を目指して、全身全霊で取り組んでまいる所存でございます。 

  一方で、国政に目を向けますと、安倍内閣において経済の再生を最優先課題としてデ

フレからの脱却に向け、いわゆるアベノミクスの推進を図ってこられました。平成

２７年１０月からは第２ステージとして、誰もが生きがいを持って充実した生活を送る

ことができる一億総活躍社会の実現に向け、出生率の向上や介護離職ゼロなどを掲げた

新・三本の矢に沿った政策を推し進められているところであります。 

  現在、第１９３回通常国会が開会されていますが、経済再生と財政再建の両立を確実

なものとするため、また、地方創生こそ日本再生の鍵という姿勢のもと予算や政策の審

議が継続されていることから、その動向を注視し、本町への影響を検証するとともに、

国及び府における広域的な施策への連携、対応をしっかり図ってまいります。 

  そのような中、本町の財政状況については、平成２７年度決算におきまして、地方創

生の推進に向け国において新たに創設された交付金を活用した事業のほか、宇治田原山

手線整備事業の増加等により、歳入歳出のいずれも増額となりました。その結果、実質

収支は黒字であるものの、基金の取り崩し等により実質単年度収支は赤字となったとこ

ろであり、平成２８年度決算においても引き続き厳しい財政状況になることが予想され

ます。 

  このため、平成２９年度で計画期間が終了する第５次行政改革大綱及び同実施計画の

着実な実施・検証とあわせて有識者のご意見もお聞きする中、時代が求める新たな行財

政改革のあり方を検討し、本町の実態に即した新たな指針となる次期大綱を策定するこ

とにより、効率的・効果的な行財政運営を維持できるよう、最大限の努力をしてまいり

ます。 
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  平成２９年度の予算編成に当たっては、新たな任期の初年度、そして総合計画及び総

合戦略に基づく地域創生をさらにスケールアップさせるため、昨年度に引き続き、平成

２８年度３月補正予算とあわせ、切れ目のない施策の展開を図るとともに、国政や経済

の動きにも機敏に対応した積極型の予算を編成したところでございます。 

  それでは、平成２８年度補正予算とあわせ、平成２９年度の主要な施策について、第

５次まちづくり総合計画に掲げる４つのまちづくりの目標及び２つの行政の基本姿勢に

沿って申し上げます。 

  まず、住民の健康を守るため、保健・医療体制の充実を図るとともに、暮らしの不安

要因を減らし、安心して暮らせるまちづくりを推進する「健やかに安心して暮らせるま

ち」であります。 

  私は常々申しておりますが、「好きやねん うじたわら」と言っていただけるまちづ

くりは、暮らしの安心と安全の上に成り立ちます。 

  東日本大震災に代表される巨大地震のみならず、近年は全国的に局地的な大雤による

水害や土砂災害によっても甚大な被害がもたらされております。本町においても、私が

町長に就任して間もない平成２５年９月の台風被害において住民生活及び企業活動に多

大な支障が出たことは、今も私の脳裏から離れません。 

  こうした災害に対応するためには、地域の防災力の強化が基本となるところであり、

引き続き本町の安心・安全の重要な担い手であります消防団の活動に対する資機材の整

備を行うほか、災害時における自助・共助、そして隣近所で助け合う「近助」の考え方

を実践していただいている自主防災組織への支援を行ってまいります。 

  また、平成２６年８月に広島市を襲った豪雤による土砂災害の惨禍に見られますよう

に、土砂災害から住民の命を守るためには、森林の適正な管理が不可欠でありますこと

から、地域住民が行う林地内の放置間伐材や倒木撤去等の対策や森林の所有者等が行う

災害予防事業に対して支援を行い、森林環境保全と災害の未然防止を図ってまいります。 

  また、災害時において何よりも重要になるものは情報であることは言うまでもありま

せん。このため、京都府における土砂災害警戒区域及び田原川浸水想定区域の見直しに

伴う本町の防災マップの改定を行い、住民の皆様への周知に努めますとともに、地震・

風水害時における災害時情報の伝達につきましても、平成２８年度に小中学校・保育

所・総合文化センターに整備したＩＰ告知システムの整備箇所を追加し、あわせて同シ

ステムを活用した長距離スピーカーに係る調査・検討を進め、新たな情報伝達システム

の段階的な整備を行ってまいります。 
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  災害時等にはライフラインの確保が不可欠でありますことから、昨年の大規模断水が

起こった際の課題・教訓を踏まえ、新たに加圧ポンプを装備した給水車を配備し、断水

時の給水活動の円滑化を図ります。 

  また、日常の暮らしの安心のかなめとなります常備消防・救急に対しましても、高機

能消防指令システムの更新により対応時間の短縮とさらなる信頼性の確保を図ってまい

ります。 

  さらに、防犯面での安全性を高めるため、本町の防犯・見守り活動の拠点である旧田

原交番跡地の地域みまもりステーションにおいて防犯カメラを設置し、地域での自主防

犯活動への支援と一体的な犯罪予防につなげるとともに、町公用車へのドライブレコー

ダーの搭載等をあわせて交通安全対策はもとより、総合的な犯罪の抑止と未然防止に寄

与してまいります。 

  また、本町においても例外ではなく高齢化社会が進行する中、幾つになっても健康で

長生きをしたいということは全ての住民の皆様の願いであると存じます。 

  このため、昨年度に改定いたしました健やかうじたわら２１プランに基づき、住民が

主役となって取り組む健康づくりと生涯を通じて健やかな生活を送ることのできる健康

寿命の延伸を目指して、疾病の早期発見・早期治療に向けた健診機会の充実のほか、町

が行う各種健康事業等への参加者や自発的な健康増進に取り組む方へのインセンティブ

付与により、健康づくり機運の醸成を進めます。 

  また、健康の要となるのは食でありますことから、健全な食生活の実践につながる食

育を推進いたしますとともに、地域の食育の担い手として活動いただいております食生

活改善推進員を養成してまいります。 

  一方で、高齢化の進展に伴い、ひとり暮らし高齢者や高齢者のみの世帯、認知症高齢

者が増加していくことが予想されます。こうしたことを踏まえ、まず介護予防の観点か

ら地域全体で高齢者を支え、高齢者みずからがその能力を生かして要介護状態になるこ

とを予防し、地域の中で自分らしく自立して暮らせる取り組みを進めます。 

  また、本町の高齢者保健福祉サービスの推進や介護保険制度の円滑な運用の指針とな

る高齢者介護・福祉計画の改定を行うことにより、本町の実情に応じた方向性を示し、

一人一人の状況に応じたきめ細かな介護サービス、介護予防サービス等の展開に取り組

んでまいります。 

  さらに、高齢者をはじめとした交通安全思想の普及・浸透と事故防止のため、引き続

き子どもから高齢者に対する交通安全啓発に加え、新たに高齢運転者の事故防止を目的
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に、運転免許証自主返納者への支援策を町独自に創設いたします。 

  障がい者の方々が住みなれた地域社会で自立した生活と自己実現を図ることは大きな

願いであります。このため、町における障がい者福祉施策の基本理念を明らかにすると

ともに、障がい者の地域生活及び一般就労への移行や福祉サービスの見込み量を定める

障がい者基本計画並びに障がい福祉計画を一体的に改定してまいります。 

  また、適切な障がい福祉サービスの提供に加え、身近な相談・情報提供の場として町

と専門的な相談支援事業所との連携による相談支援を進めてまいります。 

  さらに、これまで本町の大きな課題であった、発達に課題を有する児童等に対する専

門の福祉サービス提供については、町内の社会福祉法人が新たに児童通所支援事業所を

開設する運びとなりました。町の障がい者福祉施策の一翼を担う法人の運営に対して、

これまでに引き続き町独自に支援を行い、障がい者・児童及びそのご家庭の福祉を推進

してまいりたいと考えています。 

  加えて、要介護認定を受けた高齢者や障がい者で構成される世帯等、日常的な外出が

困難な方々の負担軽減のため、日々住民の皆様の身近で家庭ごみの収集に当たっており

ます体制を活用し、関係各課の連携のもと、家庭への訪問とごみの収集を行うふれあい

収集を開始してまいります。 

  次に、きれいな水や豊かな緑に恵まれた自然環境を守り育てるとともに、広域交通と

連携のとれた町内交通の利便性の向上や、道路、生活環境などの基盤が整備化された便

利で快適なまちづくりを推進する「便利で快適に過ごせるまち」であります。 

  昨年度に策定しました第５次まちづくり総合計画に掲げる土地利用構想では、新名神

高速道路の開通を見通し、都市計画道路宇治田原山手線の整備促進に積極的に取り組む

とともに、新都市創造ゾーンとして、その整備効果を生かした土地利用を一体的に進め

ることとしています。 

  こうしたことから、引き続き宇治田原山手線の国道３０７号以北の整備に当たります

とともに、新都市のゾーニングをさらに具現化するための基本的な方針である新たな都

市計画マスタープランに基づき、京都府とより一層協調を強めつつ、土地利用及び都市

機能を牽引するための都市計画制度の導入を進め、あわせて新都市創造ゾーンに連絡す

る道路の計画的な整備に着手してまいります。 

  これらの行政による環境整備と一体的に、住民主体の都市計画道路宇治田原山手線の

早期完成を求める住民会議の皆様とともに、「オールうじたわら」で宇治田原山手線の

整備促進を図ってまいりたいと考えております。 
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  また、住民の利便性、安全性、快適性の確保のため、引き続き町道の計画的な整備と

住民生活に密着した生活道路、橋梁等の整備改良を行ってまいります。 

  先人から引き継がれた本町の美しい緑に囲まれた豊かな自然環境は、みんなで守り、

次代に引き継いでいかなければなりません。このため、環境保全に取り組む上での共通

の環境像や理念を示す環境保全計画のもと、その推進主体であるエコパートナーシップ

うじたわらの活動を支援し、持続可能な社会づくりを進めていきます。 

  廃棄物等の発生を極力抑え、資源として循環させる社会の構築のため、ごみの出し方

をわかりやすく記載したハンドブックのさらなる周知や各地域でのごみの減量化・再資

源化への取り組みへの支援により、住民の皆様の環境意識の高揚と普及促進を図ってま

いります。 

  一方、本町の公共交通のあり方については、有識者や住民代表による地域公共交通検

討委員会での検討により示された本町の実情に即した町内公共交通の方向性に基づき、

町内の路線バス・福祉バス等の利用推進を図るとともに、今後も関係者を交えた場で公

共交通体系の対策について協議を進め、より便利で使いやすい生活交通ネットワークの

構築を図ってまいります。 

  また、路線バス利用者の方の利便性向上のため、バス事業者が行うバスの位置情報提

供システムの導入に対し、京都府及び沿線市町と協調して支援を行います。 

  町内の空き家への対策については、住まい環境づくりに加え、総合戦略に基づく町外

からの移住・定住促進の柱となるものです。これまで町内全域における空き家等実態調

査、実態調査に基づく所有者意向調査を実施し、昨年１２月には今後の空き家等の対策

に係る基本的な考え方や方向性、スケジュールを示した空家等の対策・活用に向けた総

合的な方針を策定したところですが、この方針に基づき外部有識者、地域住民から成る

協議会を設置し、総合的な空き家等の対策計画の策定を行います。 

  また、平成２８年４月に施行された京都府移住の促進のための空家及び耕作放棄地等

活用条例に基づき、空き家バンクを利用の上、町内の空き家と農地を一体的に活用する

移住者に対する支援を新たに開始することで、冒頭に申し上げました本町独自の移住・

定住奨励金等とあわせた空き家等の活用と移住・定住促進に努めてまいります。 

  また、住民の皆様の日々の生活を支えるライフラインとして、将来にわたり安心・安

全な飲料水の確保が不可欠であり、これまで取り組んできた新水源について平成２９年

度から供給を開始いたしますとともに、第５次まちづくり総合計画における土地利用の

形成方針等に基づく給水区域拡大の検討に着手いたします。また、水環境の保全と快適
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な生活環境の創出、健全な水循環の構築のため、引き続き計画的な下水道整備を進めて

まいります。 

  次に、人口流出に歯どめをかけるため、地域の歴史・文化、お茶を核とした地域資源

を活用しながら、産業振興や観光交流、雇用の場の創出につなげ、多様な世代でにぎわ

うまちづくりを推進する「活気にあふれる交流のまち」であります。 

  さきにも申し上げておりますが、人口減尐対策は総合計画及び総合戦略にも位置づけ

ております本町の非常に重要な課題と捉えており、本町への交流・移住を促し、定住そ

して永住につなげるための施策を総合的に展開してまいります。 

  本町の持つ強みに関するシティープロモーションの一環として、総合計画将来像のサ

ブコピー「やすらぎ・ぬくもり・ハートのまち」の打ち出しと宇治田原ブランドの発信

を積極的に進めるため、引き続き庁内若手職員プロジェクトチーム等のアイデアにより

ハートのまちのＰＲを総合的に協議、実施してまいります。その中では、新たに本町と

連携協力包括協定を結んでいる京都府立大学の受託研究事業として本町のいいところを

掘り下げ発信するとともに、これまでの大学生との連携や職員プロジェクトチーム、職

員提案制度で立案に至ったさまざまなシティープロモーション方策についても、着実に

具現化してまいります。 

  また、本町の魅力の全国レベルでの発信と町内産業の活性化にも資するふるさと納税

については、これまでに町内事業者へのお礼特産品等の公募とお返しギフトの作成、全

国的なふるさと納税ポータルサイト掲載へと進めてきた結果、順調に全国からの寄附額

が増加しているところですが、継続したＰＲ強化と寄附者の利便性向上により、さらな

る魅力の発信と寄附額の増加を図ります。 

  さらに、これらの本町の魅力発信により、本町を知っていただいた方の移住・定住を

牽引するため、先ほど申し上げました府制度を活用した空き家移住の促進、さらには町

内の新築住居や空き家を含む中古住宅を購入し移住・定住した方への奨励金や、転入・

定住する従業員を雇用した事業者への支援策の創設等、本町への移住・定住者を増加す

るための新たな取り組みを施策パッケージとして強力に推進してまいります。 

  また、活気にあふれる交流のまちのためには、まず本町を訪れる方々をふやすことが

重要です。本町の地域資源に関係するさまざまな方にご参画いただき観光まちづくり会

議の活動を中心に観光振興計画に掲げる取り組みを着実に進めてまいります。 

  折しも本年は、京都府が宇治茶をテーマに景観維持や産業振興、文化の発信などを進

めるお茶の京都事業のターゲットイヤーであります。山城地域１２市町村を舞台として
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開催される「お茶の京都」博や京都府、市町村、関係団体等で構成するお茶の京都ＤＭ

Ｏへの積極的な参画を通じ、日本緑茶発祥の地という歴史や、宇治茶を支える一大産地

として伝統ある宇治田原茶を広くＰＲし、良質茶の生産振興と発展につなげてまいりた

いと考えております。 

  さらに観光によるまちづくりと「お茶の京都」事業をより具体的に推し進めるため、

国の交付金を活用し、日本遺産認定と京都府景観資産登録を受けた湯屋谷地域、また本

町の西の玄関口に位置する西ノ山集団茶園「宗円の郷」の隣接地に観光交流拠点等の整

備を行い、町内への誘客と交流につなげてまいります。 

  また、平成２８年度に開始した観光ポータルサイトの企画・基礎調査をもとに観光に

特化した新たな情報発信を開始いたしますとともに、平成２９年度より新たに都市地域

から町内に移り住んで地域おこしに取り組む地域おこし協力隊制度を活用し、よそ者の

視点で地域住民とともにまちづくりに取り組む人材を募集、委嘱することにより、観光

振興計画のかなめである観光推進力づくりの起爆剤といたします。 

  本町を代表するレクリエーション施設である末山・くつわ池自然公園については、引

き続き具体的な整備計画を策定し、着実な施設整備により利用者へのサービス向上と安

心・安全で快適な自然とのふれあい空間の充実を図ってまいります。 

  以上のように、ソフト・ハード両面にわたる観光交流事業を推進することにより、本

町が持つおもてなし力を生かした「訪れてよし」の観光によるまちづくりを推進してま

いります。 

  また、町内への定住のためには、居住地の近くに働く場があること、そして町内企業

への就業の促進が必要です。このため、町内事業者が町内在住者を正規職員として雇用

する場合の支援に加え、町内在住者の町内企業への就業促進を目的として、ハローワー

ク、京都ジョブパークとも連携し、主に大学生及び高校生等を対象として講座や町内企

業の事業紹介を行う取り組みを進めます。 

  なお、地域資源を生かした新商品・新サービスの開発等への支援、中小事業者に対す

る信用保証料・融資利子支援、工業団地への立地・創業企業への支援を引き続き実施し、

町内事業者の元気な事業活動を応援してまいります。 

  農林業を取り巻く環境には依然厳しいものがありますが、農林業者の経営改善及び共

同化等を推進し、農林業の生産性の向上及び近代化を促進するほか、農業の担い手への

多様な支援や耕作放棄地の再生利用等への支援を行ってまいります。また、有害鳥獣対

策については、狩猟免許取得等への支援のほか、野猿等による被害調査、追い払い等の



１６ 

実施により、総合的かつ効果的な対策を図ります。 

  日本緑茶発祥の地としての歴史や、宇治茶ブランドを支える一大産地としての宇治田

原町を町内外に広く発信していくため、高級茶の生産には欠かせない茶園被覆棚に対す

る支援や既存集団茶園の再造成などにより、地場産業のさらなる振興を図ってまいりま

す。 

  次に、子どもを生み育てる環境と教育環境の充実をはじめ、人間性豊かな成長や暮ら

しの充実を図るとともに、共生の心を育むまちづくりを推進する「子育てと学びを応援

するまち」であります。 

  全国的に尐子化が進む中、本町における地域創生、人口減尐対策の取り組みにおいて

は、出生率を向上するための施策展開が必須であり、総合計画、総合戦略それぞれに共

通し掲げるうじたわらっ子育み戦略の展開方針にあります、出産や子育てに関する不安

を解消するための切れ目のない支援や負担軽減への取り組みと、特徴ある教育プログラ

ムの実施により、子どもの可能性を伸ばす環境づくりを進めていくことが重要です。 

  子どもはまちの未来であるという子ども・子育て支援事業計画の基本理念に基づき、

子育てしやすいまちを目指した施策を企画立案する町内の尐子化対策プロジェクトチー

ムと関係機関・団体とが連携し、出会いの機会を積極的に提供する婚活支援事業の継続

のほか、結婚・子育てを楽しく幸せなものと感じる前向きな意識づくりを行うための交

流の場や啓発を行ってまいります。 

  次に、子育ての負担軽減に関する支援の充実といたしまして、引き続きおむつ等の育

児用品の購入費用への支援を行いますとともに、中学校修了までの子どもを対象とする

子育て支援医療費について、町独自に府制度を上回る自己負担額への支援を行います。 

  また、昨年１０月に旧宇治田原町診療所を改修し、拡張移設いたしました子育て家庭

への各種育児支援の核となります地域子育て支援センターについては、これまでの子育

て支援員の配置による利用者支援に加え、隣接する保健センターの母子保健事業と一体

となって、新たに妊娠期から子育て期にわたるまでの切れ目のない子育て世代包括支援

センターの構築を図ってまいります。 

  国においても働き方改革が強く叫ばれる中、短時間就労や就労していても幼児教育を

希望される場合など、多用な保護者のニーズに適切に対応するため、町立保育所の敷地

内に一時保育室等のスペースを確保する保育園舎を増築し、これまでより実施している

病児・病後児保育や町立保育所での保育のさらなる充実とあわせ、待機児童ゼロの継続

を基本として取り組んでまいります。 
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  放課後児童健全育成施設につきましては、昨年より保護者送迎の負担を軽減するため、

早朝開設時間を拡充したところですが、新たに田原児童育成施設を新築移転するなど、

子どもが心身健やかに育成される環境整備に努めてまいります。 

  これらの取り組みをはじめとした就学前から就学後までの、本町だからこそできるき

め細やかで手厚い保育を推進してまいります。 

  まちづくり戦略に掲げる特徴のある教育プログラムの推進に向けては、より一層質の

高い教育の充実に努めることが必要です。 

  義務教育９年間での育てたい子ども像実現のため、これまで協議を進めてきた学園構

想やその学校運営・組織体制とあわせた小中一貫教育の充実に取り組んでまいります。 

  また、本町ならではの教育の一つとして、引き続き町内在住の教職員退職者や有識者、

学生等の指導による寺子屋「うじたわら学び塾」での地域ぐるみでの学びの向上のほか、

学校教育においてＡＬＴを活用した英語教育の推進などに取り組んでまいります。 

  学力向上のための指導計画・授業の改善については、各種学力診断テストの実施結果

から現状の課題を見出し、児童・生徒一人一人の習熟度に合わせたきめの細かい学習指

導を実施いたします。 

  各種学校行事等への費用負担や経済的な支援が必要な家庭への支援制度を適切に実施

するほか、町議会からご意見をいただいております高校生通学費補助金につきましては、

従来の初乗り運賃分の控除を廃止し、一定所得以下の世帯については学期定期代を基準

として大幅な拡充を行い、生徒の通学手段へのさらなる支援を進めてまいります。 

  生涯学習については、多様な学習活動を支援するための連携・ネットワークを再整備

し、住民一人一人が学習機会をみずから選び生涯を通して学習できるよう、情報提供と

生涯学習講座グリーンライフカレッジの充実を図ります。 

  また、奥山田地域が有する貴重な地域資源である化石の適切な管理と活用を図るため、

新たに社会教育や学校教育で使用する体験施設や遊具設備を設置し、地域内外の幅広い

世代の方々が集い憩える教育振興と交流の場につなげてまいります。 

  また、ライフステージに応じた生涯スポーツ環境整備の一環として、住民テニスコー

ト及び屋外バスケットボールコートにおいて、ニーズに応えた施設の全面改修を行って

まいります。 

  以上、第５次まちづくり総合計画に掲げるこれら４つのまちづくりの目標に加えまし

て、まちづくりの目標を推進するに当たって共通する２つの行政の基本姿勢に基づき、

庁内の関係各課が密接な連携を図りつつ、さまざまな施策を積極的に実施してまいりた
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いと考えております。 

  各施策の推進と進行管理に当たっては、昨年導入いたしました部制の効果を最大に発

揮した組織横断的な実施はもちろんのこと、冒頭申し上げましたとおり新たな時代に応

じた行財政改革の指針を策定する中で、各施策の進捗状況や成果を明らかにする的確な

評価、そして計画と予算の有機的な関連づけのあり方についても検討を進めてまいりま

す。 

  なお、総合計画及び総合戦略に共通するまちづくり戦略については、引き続き外部有

識者や地域住民による計画の評価・点検を行う体制を整え、施策の着実な実施に努めて

まいります。 

  昨年には、町における総合計画の位置づけを明らかにし、その策定と推進について定

めたまちづくり総合計画推進条例を、町議会のご可決をいただき制定いたしました。 

  本条例及び総合計画の基本構想・基本計画に位置づける住民と町が協力しながらとも

に歩んでいく、また町が地域課題に対して責任を持ち主体的に公的な活動を行うことを

前提としつつ、地域での自主的なつながりと活動を尊重し、また協力して対応していく

パートナーシップの構築という考え方は不変なものであります。 

  総合計画に基づく各施策を推進する中で、住民も行政も心を一つに、誰からも「好き

やねん うじたわら」と言われる「絆で輝く 未来を創る 交流のまち」を住民の皆様

とつくり上げてまいりたいと考えております。 

  これまで述べました諸施策・諸事業を推進するためには、行政だけの力で完遂するこ

とはできず、議員各位をはじめ、住民の皆様方、本町にかかわる全ての方々のご協力が

不可欠であります。 

  私は常々、「百万一心」という言葉を使わせていただいておりますが、これはみんな

が力をあわせれば何事もなし得るという意味であります。まちづくりのあらゆる取り組

みにおいて、地域の人たち同士のきずな、それを支える役場職員間のきずな、そして地

域の人たちと役場職員とのきずな、この３つのきずなをしっかり結び合い、その推進に

努めることが何よりも重要と考えております。 

  私は２期目任期の開始に当たり、その先頭に立って誠心誠意努力してまいることをこ

の場でお約束をさせていただきたいと存じます。 

  どうか今後の本町のまちづくりの推進に、なお一層のご理解とご支援を賜りますよう

お願いを申し上げまして、私の施政方針とさせていただきます。 

  なお、本日ご提案させていただきます議案は、平成２９年度一般会計当初予算案をは
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じめとする予算関係１２件、条例関係１３件、一般議案１件、人事案件１件の合計

２７件及び報告１件でございます。 

  それぞれの議案内容につきましては、後ほど提案説明をさせていただきますが、どう

かよろしくご審議をいただきまして、ご可決、ご同意をいただきますようお願いを申し

上げまして、開会に当たりましてのご挨拶とさせていただきます。どうぞよろしくお願

い申し上げます。 

────────────────────────────────────────── 

◎発委第１号の上程、説明、質疑、採決 

○議長（田中 修） 日程第４、発委第１号、予算特別委員会設置に関する決議（案）を

議題といたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。議会運営委員会委員長松本健治君。 

○議会運営委員会委員長（松本健治） それでは、議会運営委員長の松本でございますが、

私のほうから予算特別委員会設置に関する決議の提案をさせていただきたいと思います。 

  それでは、お手元に配付させていただいております発委第１号、予算特別委員会設置

に関する決議（案）の朗読をもって説明にかえさせていただきます。 

  本町議会に下記のとおり特別委員会を設置するものとする。 

  記。 

  １、名称、予算特別委員会。 

  ２、設置の根拠、地方自治法第１０９条及び委員会条例第５条。 

  ３、目的、平成２９年度以降の当初予算及び補正予算に対する調査及び予算に関する

条例に対する調査並びに予算執行に係る経過調査。 

  ４、委員の定数、１２人。 

  ５、調査の期限、調査が終了するまで。 

  理由でございます。 

  議会で議決する当初予算及び補正予算に対する調査及び予算に関する条例に対する調

査並びに予算執行に係る経過調査を実施することにより、審査機能と監視機能の向上を

図っていくため。 

  以上、予算特別委員会設置に関する決議案についてのご説明とさせていただきます。

趣旨を十分にご理解いただきまして、議員各位のご賛同をよろしくお願い申し上げ、私

の説明といたします。 

○議長（田中 修） 提案理由の説明が終わりました。 
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  本案に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 質疑なしと認めます。 

  これより本案の採決をいたしたいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。 

  挙手により採決いたします。原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（田中 修） 挙手全員。よって、本案は原案どおり可決することに決定しました。 

  ここで暫時休憩をいたします。 

  直ちに、委員会室におきまして予算特別委員会を開催いたしますので、ご参集よろし

くお願いをいたします。 

休  憩   午前１１時００分 

再  開   午前１１時１４分 

○議長（田中 修） 休憩前に引き続いて会議を再開いたします。 

  ただいま、休憩中に予算特別委員会を開催し、委員長並びに副委員長の選任が行われ

ましたので、その結果を発表いたします。 

  予算特別委員会委員長に１１番、谷口整君、副委員長に５番、浅田晃弘君と決定され

ましたので、ご報告申し上げます。 

────────────────────────────────────────── 

◎報告第１号上程、専決処分の報告 

○議長（田中 修） 日程第５、報告第１号、じん芥収集車の取得契約の一部変更に係る

専決処分について報告を求めます。町長。 

○町長（西谷信夫） それでは、報告第１号につきましてご説明申し上げます。 

  報告第１号、じん芥収集車の取得契約の一部変更に係る専決処分につきましては、平

成２８年６月議会定例会でご可決いただきました株式会社宇治モータースからのじんか

い収集車買い入れにつきましては、契約金額の変更が生じてまいりましたことから、地

方自治法第１８０条第１項に基づく議会指定事項として専決処分をさせていただいたも

のでございます。 

  変更内容といたしましては、現行の収集車と同様、広く住民に親しんでいただけるよ

う、公募した作品をもとにイラストを車体に描くこととしたため、当初の契約額
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７８０万６，３８０円に２５万９，６１９円を増額し、８０６万５，９９９円で変更契

約をさせていただきましたので、同条第２項の規定によりご報告するものでございます。 

  以上でございます。 

○議長（田中 修） これにて報告を終わります。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第２７号の上程、説明 

○議長（田中 修） 日程第６、議案第２７号、人権擁護委員候補者の推薦についてを議

題といたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（西谷信夫） それでは、議案第２７号につきましてご説明申し上げます。 

  議案第２７号、人権擁護委員候補者の推薦につきましては、現委員の谷川利明氏の任

期が本年６月３０日をもって満了となることから、法務大臣に対して同氏を再度推薦い

たしたく、人権擁護委員法第６条第３項の規定により議会の同意を求めるものでござい

ます。 

  谷川氏におかれましては、平成１７年４月から現在まで４期にわたり在任され、人権

相談や街頭啓発をはじめとした人権擁護委員活動に意欲的に取り組んでこられました。 

  今日の多種多様な人権問題について深い理解と認識をお持ちの方であり、地域の実情

にも明るく、今後とも人権擁護委員としての積極的な取り組みが期待できることから、

最適任者として推薦させていただきたいと考えております。 

  以上、よろしくご審議を賜りまして、ご同意いただきますようお願い申し上げます。 

○議長（田中 修） 提案理由の説明が終わりました。 

  ただいま議題となりました議案第２７号につきましては、本日は説明にとどめ、質疑

は次回といたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、質疑は次回とすることに決定しまし

た。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１号～議案第６号、議案第１４号～議案第２３号、議案第

２５号、議案第２６号の一括上程、説明、質疑、委員会付託 

○議長（田中 修） 会議規則第３７条により、日程第７から日程第２４まで、議案第

１号から議案第６号、議案第１４号から議案第２３号及び議案第２５号並びに議案第
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２６号の１８議案を一括議題といたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（西谷信夫） それでは、議案第１号から第６号、議案第１４号から第２３号及び

議案第２５号並びに議案第２６号の１８議案につきましてご説明を申し上げます。 

  議案第１号、平成２８年度宇治田原町一般会計補正予算（第４号）につきましては、

国の地方創生拠点整備交付金を活用した観光交流拠点整備事業を実施する経費を追加す

るとともに、各種事業の決算見込みなどに伴い補正するもので、補正額は９，４４８万

円を減額し、補正後の予算総額を４５億８，１２７万６，０００円とするものでござい

ます。 

  まず、「第１表 歳入歳出予算補正」の歳入につきまして、その主なものをご説明申

し上げます。 

  町税では、町民税３，２８３万７，０００円、軽自動車税８９万１，０００円を追加

するとともに、固定資産税２５４万８，０００円、町たばこ税２１８万円を減額し、合

計で２，９００万円を追加しております。 

  地方譲与税では、１２０万円を追加しております。 

  利子割交付金では、１７０万円を減額しております。 

  配当割交付金では、３８０万円を減額しております。 

  株式等譲渡所得割交付金では、３６０万円を減額しております。 

  地方消費税交付金では、１，５１０万７，０００円を減額しております。 

  ゴルフ場利用税交付金では、１１０万円を追加しております。 

  自動車取得税交付金では、３００万円を追加しております。 

  地方交付税では、普通交付税２，１０５万８，０００円を追加しております。 

  国庫支出金では、地方創生拠点整備交付金４，５００万円を追加するとともに、障が

い者自立支援給付費等負担金８１０万９，０００円、年金生活者等支援臨時福祉給付金

給付事業費補助金４８０万円、児童手当負担金３８９万２，０００円などを減額し、合

計で１，７９０万４，０００円を追加しております。 

  府支出金では、重度訪問介護利用促進事業費補助金８９０万８，０００円などを追加

するとともに、地域医療介護総合確保基金事業補助金１億５，４７８万８，０００円、

障がい者自立支援給付費等負担金５１５万１，０００円、森林適正整備推進事業補助金

２６６万６，０００円、被災者住宅等再建支援事業補助金１３０万円などを減額し、合

計で１億６，２３６万６，０００円を減額しております。 
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  財産収入では、町有地売払収入２４３万１，０００円、町有林樹木伐採売払収入

７０万円を追加するなど、合計で４３３万１，０００円を追加しております。 

  寄附金では、ふるさと応援寄附金２５６万９，０００円、公共施設整備寄附金

１１３万５，０００円、社会福祉寄附金４０万円を追加し、合計で４１０万

４，０００円を追加しております。 

  繰入金では、地域づくり振興基金繰入金４，２９０万円、公共施設整備基金繰入金

２，６９０万円を減額し、合計で６，９８０万円を減額しております。 

  繰越金では、前年度繰越金９，８６９万５，０００円を追加しております。 

  諸収入では、京都府後期高齢者医療広域連合分賦金返還金３８４万３，０００円など

を追加するとともに、京都地方税機構職員派遣負担金２８１万６，０００円、発掘調査

委託料２０３万１，０００円、退職消防団員報償金１８１万８，０００円などを減額し、

合計で１５４万７，０００円を減額しております。 

  町債では、観光施設整備事業債４，５００万円を追加するとともに、臨時財政対策債

３，０１２万１，０００円、道路橋梁改良舗装事業債２，７４０万円などを減額し、合

計で１，５２２万１，０００円を減額しております。 

  次に、歳出につきまして、その主なものをご説明申し上げます。 

  総務費では、公共施設整備基金積立４２６万６，０００円、ふるさと応援基金積立

２５６万９，０００円、財政町政基金積立９，０００万円を追加するとともに、決算見

込みに伴う補正として、社会保障・税番号制度導入事業費４２０万円、例規集整備事業

費２７０万円、財務会計システム運営費４５３万３，０００円、町長選挙執行費

４１７万６，０００円などを減額し、合計で７，０２８万４，０００円を追加しており

ます。 

  民生費では、決算見込みに伴う補正として、介護保険特別会計繰出金４０９万

７，０００円などを追加するとともに、障がい者自立支援給付等事業費１，０２９万

８，０００円、年金生活者等支援臨時福祉給付金事業費６５６万１，０００円、地域密

着型特別養護老人ホーム設置助成事業費１億５，７７８万８，０００円、児童手当支給

事業費４４４万５，０００円、保育所運営費３７２万５，０００円などを減額し、合計

で１億７，６４５万１，０００円を減額しております。 

  衛生費では、決算見込みに伴う補正として、じん芥収集車整備事業費２１９万

１，０００円、城南衛生管理組合ごみ負担金４１５万円などを減額し、合計で

１，０２２万９，０００円を減額しております。 
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  労働費では、決算見込みに伴う補正として、雇用対策事業費４３万７，０００円、町

内企業就業推進事業費１７万４，０００円の合計で６１万１，０００円を減額しており

ます。 

  農林水産業費では、決算見込みに伴う補正として、大福茶園再造成事業費

１，１８２万３，０００円などを減額し、合計で１，４２３万２，０００円を減額して

おります。 

  商工費では、国の交付金を活用し「お茶の京都」交流拠点整備推進事業費

９，０００万円などを追加し、合計で９，０２９万円を追加しております。 

  土木費では、決算見込みに伴う補正として、宇治田原山手線整備事業費１，４８２万

２，０００円、木造住宅耐震改修事業費２１０万円、公共下水道事業特別会計繰出金

１，５４８万４，０００円などを減額し、合計で３，２６０万６，０００円を減額して

おります。 

  消防費では、決算見込みに伴う補正として、消防事務委託費４３５万３，０００円を

追加するとともに、団員報酬等及び支部活動補助金２３２万４，０００円、消防資機材

整備事業費１２５万９，０００円などを減額し、合計で１５万６，０００円を追加して

おります。 

  教育費では、決算見込みに伴う補正として、幼稚園教育振興事業費２２７万

７，０００円、禅定寺城跡古墳発掘調査委託事業費２０３万１，０００円、住民グラウ

ンド運営費１５６万円などを減額し、合計で１，５０５万１，０００円を減額しており

ます。 

  公債費では、決算見込みに伴う補正として、長期債利子償還金４４６万円などを減額

し、合計で５２７万円を減額しております。 

  次に、「第２表 繰越明許費補正」につきましては、国において創設された地方創生

拠点整備交付金事業に対応した、「お茶の京都」交流拠点整備推進事業費９，０００万

円について、翌年度へ繰り越すものでございます。 

  一般管理費（個人番号カード交付事業費交付金）につきましては、地方公共団体情報

システム機構への交付金を翌年度に繰り越すものでございます。 

  臨時福祉給付金（経済対策分）事業費につきましては、低所得者を対象とした臨時福

祉給付金所要額を翌年度に繰り越すものでございます。 

  道路施設長寿命化修繕事業費及び交通安全対策事業費につきましては、本年度内の事

業完了が困難であることから、所要額を翌年度へ繰り越すものでございます。 



２５ 

  宇治田原山手線整備事業費につきましては、用地買収費について、所要額を翌年度へ

繰り越すものでございます。 

  次に、「第３表 債務負担行為補正」につきましては、地域密着型特別養護老人ホー

ムを整備する事業者に対する補助について年度内の執行が困難なため、債務負担行為を

廃止するものでございます。 

  続きまして、議案第２号、平成２８年度宇治田原町国民健康保険特別会計（事業勘

定）補正予算（第４号）につきましては、補助金並びに拠出金等の確定及び執行済み事

業等に係る予算額の精査を行った結果、４，１０６万２，０００円を減額し、補正後の

予算総額を１４億３，１６６万４，０００円とするものでございます。 

  歳入では、国庫支出金３３１万３，０００円、繰入金５０万７，０００円を追加する

とともに、療養給付費等交付金１，２２７万１，０００円、府支出金１７万

７，０００円、共同事業交付金３，２４６万１，０００円を減額し、歳出では総務費

２９万８，０００円、基金積立金２万８，０００円を追加するとともに、保険給付費

１，２２７万１，０００円、共同事業拠出金２，８２６万７，０００円、保健事業費

８５万円を減額しております。 

  続きまして、議案第３号、平成２８年度宇治田原町後期高齢者医療特別会計補正予算

（第１号）につきましては、後期高齢者医療保険料の調定額の増加等により１１５万

１，０００円を追加し、補正後の予算総額を９，９８８万円とするものでございます。 

  歳入では、後期高齢者医療保険料２３万１，０００円、繰越金９２万円を追加し、歳

出では、後期高齢者医療広域連合納付金１１５万１，０００円を追加しております。 

  続きまして、議案第４号、平成２８年度宇治田原町介護保険特別会計補正予算（第

３号）につきましては、保険給付費の決算見込みなどに伴い補正を行うものでございま

す。 

  まず、保険事業勘定では、補正額は５，３６６万６，０００円を増額し、補正後の予

算総額を８億１８６万８，０００円とするものでございます。 

  歳入では、保険料３，２２６万４，０００円、繰越金２，２６４万円などを追加し、

国庫支出金１，１９８万円などを減額しております。 

  歳出では、保険給付費２，６９２万６，０００円、基金積立金２，６７５万

３，０００円を追加し、地域支援事業費２７万２，０００円を減額しております。 

  次に、介護サービス事業勘定では、事業費の決算見込みに伴い、補正額は１０１万

１，０００円を増額し、補正後の予算総額を５１９万円とするものでございます。 
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  続きまして、議案第５号、平成２８年度宇治田原町公共下水道事業特別会計補正予算

（第２号）につきましては、各種事業の決算見込みに伴い補正するもので、補正額は

１，９１２万円を減額し、補正後の予算総額を６億２７２万５，０００円とするもので

ございます。 

  まず、「第１表 歳入歳出予算補正」につきましては、歳入では、分担金及び負担金

５０３万５，０００円、繰越金５９３万２，０００円などを追加するとともに、使用料

及び手数料９４万８，０００円、国庫支出金４５０万円、繰入金１，５４８万

４，０００円、町債１，０５０万円を減額し、歳出では、総務費３２万４，０００円、

公共下水道事業費１，０４０万円、浄化槽整備推進事業費３６０万３，０００円、公債

費４７９万３，０００円をそれぞれ減額しております。 

  次に、「第２表 繰越明許費」につきましては、公共下水道管渠整備に係る事業費を

翌年度に繰り越すものでございます。 

  次に、「第３表 地方債補正」につきましては、公共下水道事業債などについて、事

業費の決算見込みから起債対象額が減額したため、既定の限度額を減額するものでござ

います。 

  続きまして、議案第６号、平成２８年度宇治田原町水道事業会計補正予算（第２号）

につきましては、決算見込みに伴い補正するものでございます。 

  まず、収益的収入及び支出につきましては、水道事業収益で７２９万７，０００円を

減額し、補正後の予算総額を３億１５３万１，０００円に、水道事業費用で

１，９２０万円を減額し、補正後の予算額を２億７，２９２万１，０００円とするもの

でございます。 

  水道事業収益では、営業外収益で長期前受金戻入２３４万５，０００円及び消費税還

付金４９３万２，０００円などを減額しております。 

  水道事業費用では、営業費用で原水及び浄水費６６５万４，０００円、配水及び給水

費２２６万３，０００円、総係費３７６万３，０００円、資産減耗費１，０４３万

６，０００円をそれぞれ減額するとともに、減価償却費３９１万６，０００円を追加し

ております。 

  次に、資本的収入及び支出につきましては、資本的支出で６０６万円を減額し、補正

後の予算総額を２億５，６５３万円とするものでございます。 

  資本的支出では、建設改良費で配水設備改良費２３３万５，０００円、拡張事業費

３７２万５，０００円の減額をしております。 
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  続きまして、議案第１４号、職員の勤務時間、休暇等に関する条例及び宇治田原町職

員の育児休業等に関する条例の一部を改正する条例を制定するにつきましては、平成

２８年８月８日の人事院勧告に基づき、地方公務員の育児休業等に関する法律及び育児

休業、介護休業等育児又は家族介護を行う労働者の福祉に関する法律の一部を改正する

法律が施行されたことに伴い、これに準じて所要の改正を行うものでございます。 

  改正内容は、育児または介護を行う職員の職業生活と家庭生活の両立を一層容易にす

るため、育児休業等の対象となる子の範囲を拡大するとともに、介護休暇を３回まで分

割して取得できるようにすること、また介護のため１日につき２時間を超えない範囲で

取得できるようにするものでございます。 

  続きまして、議案第１５号、公共施設整備基金の設置、管理及び処分に関する条例の

一部を改正する条例を制定するにつきましては、宇治田原町快適・安全な環境づくり条

例及び同施行規則の改正により、事業者の開発協力金が廃止されることに伴い、積み立

ての根拠となる規定の整備を図るため、所要の改正を行うものでございます。 

  続きまして、議案第１６号、宇治田原町個人情報保護条例等の一部を改正する条例を

制定するにつきましては、行政手続における特定の個人を識別するための番号の利用等

に関する法律の一部改正の施行に伴い、関係規定の整備を図るため、所要の改正を行う

ものでございます。 

  主な改正内容は、宇治田原町行政手続における特定の個人を識別するための番号の利

用等に関する法律に基づく、個人番号の利用及び特定個人情報の提供に関する条例に定

める他団体との情報連携事務について、情報提供等記録の訂正を行った場合に、やりと

りした相手方等に訂正の事実を通知する規定等を追加するものでございます。 

  続きまして、議案第１７号、宇治田原町介護保険条例の一部を改正する条例を制定す

るにつきましては、介護保険法施行令の一部を改正する政令の施行に伴い、第１号被保

険者の介護保険料の段階判定の基準について、合計所得金額から長期譲渡所得及び短期

譲渡所得に係る特別控除額及び公的年金等に係る雑所得を控除した額を用いることとす

るため、所要の改正を行うものでございます。 

  続きまして、議案第１８号、宇治田原町指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を制定するにつきましては、

地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するための関係法律の整備等に関する

法律が、平成２８年４月１日から施行されたことに伴い、所要の改正を行うものでござ

います。 
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  主な改正内容は、小規模多機能型居宅介護事業所の看護師または准看護師が同一敷地

内の施設の業務の兼務が可能である施設について、従事することができる施設の種類に

指定地域密着型通所介護事業所を追加する改正を行うものでございます。 

  続きまして、議案第１９号、宇治田原町指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果

的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正する条例を制定するにつきまし

ては、議案第１８号と同様に、地域における医療及び介護の総合的な確保を推進するた

めの関係法律の整備等に関する法律が施行されたことに伴い、所要の改正を行うもので

ございます。 

  主な改正内容は、介護予防小規模多機能型居宅介護事業所の看護師または准看護師が

同一敷地内の施設の業務の兼務が可能である施設について、従事することができる施設

の種類に、指定地域密着型通所介護事業所を追加する改正を行うものでございます。 

  続きまして、議案第２０号、宇治田原町包括的支援事業の実施に関する基準を定める

条例の一部を改正する条例を制定するにつきましては、介護保険法施行規則の一部が改

正されたため、本条例について、所要の改正を行うものでございます。 

  主な改正内容は、地域包括支援センターの職員基準である主任介護支援専門員に更新

制を導入するものでございます。 

  続きまして、議案第２１号、宇治田原町快適・安全な環境づくり条例の一部を改正す

る条例を制定するにつきましては、本町への移住・定住及び企業進出の対策として、開

発事業者に求めている公共・公益施設の整備に関する負担について改正を行うものでご

ざいます。 

  主な改正内容は、公共・公益施設整備負担のうち、いわゆる開発協力金を廃止するも

のでございます。 

  続きまして、議案第２２号、宇治田原町土砂等による土地の埋立て、盛土及びたい積

行為の規制に関する条例の一部を改正する条例を制定するにつきましては、盛り土行為

に対する地域住民の不安や影響を考慮し、持ち込み土の安全性をより確実なものとする

ため、改正を行うものでございます。 

  主な改正内容は、許可申請時の関係団体の同意書の添付と、持ち込み土の展開検査や

土壌調査を義務づけ、安全性の確保を図るよう改正するものでございます。 

  続きまして、議案第２３号、森林総合利用施設の設置及び管理に関する条例の一部を

改正する条例を制定するにつきましては、宇治田原町随一のレクリエーション施設であ
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ります森林総合利用施設末山及びくつわ池自然公園におきまして、平成２９年３月にト

レーラーハウスを整備するに当たり、トレーラーハウス利用に係る利用料金の上限の額

を新たに設定するものでございます。 

  続きまして、議案第２５号、水道建設基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部

を改正する条例を制定するにつきましては、議案第１５号と同様、宇治田原町快適・安

全な環境づくり条例及び同施行規則の改正により事業者の開発協力金が廃止されること

に伴い、積み立ての根拠となる規定の整備を図るため、所要の改正を行うものでござい

ます。 

  続きまして、議案第２６号、都市計画道路宇治田原山手線建設工事委託に関する協定

の締結につきましては、平成２７年度から用地買収を進めてきておりました緑苑坂以北

の約１．２キロの道路建設を進めようとするものでございまして、委託期限を平成

３１年度末とし、建設工事委託の協定を西日本高速道路株式会社関西支社と６億

６，９４３万５，４６８円で締結しようとするもので、議会の議決に付すべき契約及び

財産の取得又は処分に関する条例第２条の規定により議会の議決を求めるものでござい

ます。 

  以上、よろしくご審議をいただき、ご可決いただきますようお願いを申し上げます。 

○議長（田中 修） 提案理由の説明が終わりましたので、各議案に対する質疑を行いま

す。 

  議案第１号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１号に対する質疑を終わります。 

  議案第２号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２号に対する質疑を終わります。 

  議案第３号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第３号に対する質疑を終わります。 

  議案第４号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第４号に対する質疑を終わります。 

  議案第５号に対する質疑を行います。ございませんか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第５号に対する質疑を終わります。 

  議案第６号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第６号に対する質疑を終わります。 

  議案第１４号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１４号に対する質疑を終わります。 

  議案第１５号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１５号に対する質疑を終わります。 

  議案第１６号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１６号に対する質疑を終わります。 

  議案第１７号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１７号に対する質疑を終わります。 

  議案第１８号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１８号に対する質疑を終わります。 

  議案第１９号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１９号に対する質疑を終わります。 

  議案第２０号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２０号に対する質疑を終わります。 

  議案第２１号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２１号に対する質疑を終わります。 

  議案第２２号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（田中 修） 議案第２２号に対する質疑を終わります。 

  議案第２３号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２３号に対する質疑を終わります。 

  議案第２５号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２５号に対する質疑を終わります。 

  議案第２６号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２６号に対する質疑を終わります。 

  以上で、各議案に対する質疑を終わります。 

  お諮りいたします。ただいま議題となっております議案第１４号から議案第１６号、

議案第２１号から議案第２３号及び議案第２５号並びに議案第２６号の合計８議案は、

総務建設常任委員会に、議案第１７号から議案第２０号までの４議案は、文教厚生常任

委員会に、また議案第１号から議案第６号までの６議案は、補正予算特別委員会に、そ

れぞれ付託することにいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認め、ただいま申しましたとおり、１８議案につきまし

ては、総務建設常任委員会、文教厚生常任委員会、補正予算特別委員会に付託すること

に決定いたしました。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第７号～議案第１３号、議案第２４号の一括上程、説明、質疑、

委員会付託 

○議長（田中 修） 会議規則第３７条により、日程第２５から日程第３２まで、議案第

７号から議案第１３号及び議案第２４号の８議案を一括議題といたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。町長。 

○町長（西谷信夫） それでは、議案第７号から第１３号及び議案第２４号の８議案につ

きましてご説明申し上げます。 

  議案第７号、平成２９年度宇治田原町一般会計予算につきましては、第５次まちづく

り総合計画及びまち・ひと・しごと創生総合戦略に基づく４つのまちづくりの目標、健

やかに安心して暮らせるまち、便利で快適に過ごせるまち、活気にあふれる交流のまち、
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子育てと学びを応援するまちを達成するため、宇治田原未来づくり加速化予算と題して、

宇治田原山手線整備や新庁舎建設事業などの投資的経費をはじめ、高齢者施策や尐子化

対策、生活交通の充実やまちの基盤整備、観光振興等の事業に対して積極かつ重点的に

予算配分を行い、前年対比５．２％増、金額にして２億３，０００万円増の予算総額

４６億３，５００万円の新年度予算を編成したところでございます。 

  まず、「第１表 歳入歳出予算」ですが、歳入につきましては、平成２９年度地方財

政計画に見込まれている数値や前年度の収入見込額等をもとに、適正な歳入見積額の算

定に努め、収支の均衡を図り予算を計上しております。 

  町税では、前年度収入見込額や今後の景気動向等を考慮し、２．１％増の１５億

８，３１８万８，０００円を計上しております。 

  地方譲与税では、地方揮発油譲与税及び自動車重量譲与税を合わせたものであり、前

年度収入見込額及び地方財政計画をもとに算定し、全体で４，０００万円を計上してお

ります。 

  地方消費税交付金などの各種交付金は、前年度収入見込額及び地方財政計画をもとに

算定し、合計でマイナス９．５％減の２億７，３８０万円を計上しております。 

  地方交付税につきましては、国の地方財政計画において、総額マイナス２．２％の減

額が示されているところであり、また、普通交付税を算定する上での基準財政収入額の

増を考慮し、普通交付税はマイナス３．８％減の７億５，０００万円で計上するととも

に、特別交付税は前年度同額の１億２，０００万円を見込み、地方交付税全体としては

マイナス３．３％減の８億７，０００万円を計上しております。 

  分担金及び負担金は、土地改良事業分担金の増などにより、７３．２％増の

８，３６６万２，０００円を計上しております。 

  使用料及び手数料は、道路占用料や戸籍手数料、町営住宅や住民体育館等の施設使用

料などであり、前年度収入見込額等をもとに算定し、０．７％増の４，４３１万

７，０００円を計上しております。 

  国庫支出金では、地方創生推進交付金や子ども・子育て支援整備交付金の増などによ

り、１．５％増の３億８，９６１万４，０００円を計上しております。 

  府支出金では、地域医療介護総合確保基金事業補助金の減により、マイナス

３４．６％減の２億９，８６８万４，０００円を計上しております。 

  財産収入は、各種基金の運用利子などであり、前年度収入見込額等をもとに算定し、

マイナス３４．６％減の５１１万４，０００円を計上しております。 
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  寄附金は、ふるさと応援寄附金の増により、３９９．１％増の５００万１，０００円

を計上しております。 

  繰入金は、歳入不足を補うため、財政町政基金繰入金３億８，０００万円を計上する

とともに、事業の特定財源として、公共施設整備基金繰入金５，７６０万円、地域づく

り振興基金繰入金２，７１０万円、ふるさと応援基金繰入金４００万円、地域福祉振興

基金繰入金２１７万円等を計上し、繰入金全体で５７．２％増の４億７，１１７万円を

計上しております。 

  繰越金では、決算剰余金が生じた場合、翌年度の財源として繰り越すもので、

１，０００万円を計上しております。 

  諸収入では、前年度収入見込額等を基準に算定し、マイナス１２．４％減の

３，９７５万円を計上しております。 

  町債では、地方交付税の代替措置として発行する臨時財政対策債をマイナス１．４％

減の２億１，４００万円を計上する一方、道路橋梁改良舗装事業債等の建設事業債を

１５８．３％増の３億４，０７０万円を計上するなど、町債全体では５８％増の５億

６，０７０万円を計上しております。 

  次に歳出ですが、議会費で議員報酬や議会の活動に要する経費として８，７０６万円

を計上しております。 

  総務費では、総務管理費、徴税費、戸籍住民基本台帳費、選挙費、統計調査費、監査

委員費の６項目で、５億１，５５４万５，０００円を計上しております。 

  総務管理費では、４億７６８万５，０００円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、住民が安心して暮らすことができる地域防犯の推進の

経費を計上するとともに、人権政策や男女共同参画の推進、国際交流事業や平和推進啓

発事業、職員研修やＩＴ化の推進、社会保障・税番号制度導入に要する経費などを計上

しております。 

  また、平成２９年１月に策定した新庁舎建設基本計画に基づき、新庁舎の建設に向け

取り組むための経費をはじめ、庁舎維持管理費などを計上しております。 

  さらに、宇治田原ブランド発信のためのハートのまちのＰＲ経費をはじめ、移住・定

住を促進する奨励金、ふるさと納税の推進経費、行政改革大綱等の策定に要する経費な

どを計上しております。 

  そのほか、地震、風水害における災害時の情報伝達システム整備事業費をはじめ、最

新のハザード情報を掲載した防災マップに改定する経費、自主防災組織への防災資機材
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の自主的な整備に対する助成経費などを計上しております。 

  徴税費では、京都地方税機構負担金や固定資産評価整備事業費など６，９０８万

８，０００円を計上しております。 

  戸籍住民基本台帳費では、戸籍情報システムや住民基本台帳ネットワークシステムの

運営経費など３，４６４万４，０００円を計上しております。 

  選挙費では、選挙管理委員会の運営経費をはじめ、京都府知事選挙に要する経費とし

て、３２０万４，０００円を計上しております。 

  統計調査費では、各種指定統計調査費として、就業構造基本調査などに要する経費

５４万７，０００円を計上しております。 

  監査委員費では、町の財務執行や出納管理などの監査に要する経費として、３７万

７，０００円を計上しております。 

  民生費では、社会福祉費、児童福祉費の２項目で１３億３，６０８万円を計上してお

ります。 

  社会福祉費では、８億７，２８４万４，０００円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、社会福祉法人が開設する児童通所支援事業所への施設

整備の支援のほか、障がい者施設への運営支援などの経費、また出生から中学校修了ま

での医療費助成を行う子育て支援医療費支給事業とともに、福祉バス運行事業、くらし

の資金貸付事業など、本町独自に展開する福祉施策に要する経費を計上し、さらなる福

祉の充実を図ります。 

  また、障がい者自立支援給付等事業費や国民健康保険特別会計繰出金など、制度上必

要な経費を計上し、自立支援給付事業や国保医療制度の維持・確保を図ります。 

  さらに、配食や移送サービスの提供など高齢者の日常生活を支援する事業、高齢者の

交流の場づくりに対する助成支援、敬老会開催や敬老祝い金の支給、住宅への耐震シェ

ルター設置費用を助成する経費などを計上し、本町独自の高齢者施策を実施します。 

  そのほか、老人医療費支給事業費や後期高齢者医療事業費をはじめ、介護保険特別会

計や後期高齢者医療特別会計への繰出金など、制度上必要な経費のほか、老人福祉セン

ターの運営経費などを計上しております。 

  児童福祉費では、４億６，３２３万６，０００円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、婚活支援事業補助、結婚・子育てポジティブキャンペ

ーンなどを行う尐子化対策推進事業費をはじめ、安心して子育てができる環境づくりを

推進するため、育児用品購入助成を行う経費、また、妊娠から子育てにわたるまで切れ
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目のない子育て家庭への支援を行う子育てサービス利用者支援事業や、パパの子育て応

援や孫育て講座の開催や三世代交流などを行うみんなで子育て・孫育て家庭応援事業に

要する経費などを計上しております。 

  また、地域ぐるみの子育て支援を推進するため、ファミリーサポート事業をはじめ、

地域子育て支援センター事業や子育て短期支援事業、家庭支援カウンセリング事業、子

どもたちが地域で安心して遊ぶことができるよう児童遊園の適正な管理・整備を行う経

費などを計上するとともに、児童手当支給事業費など、制度上必要な経費を計上してお

ります。 

  さらに、保育所の運営とともに、多様な保育ニーズ等に適切に対応するため一時保育

施設等の保育スペースを新たに整備する経費のほか、一時保育事業や病児・病後児保育

事業などに要する経費を計上しております。 

  衛生費では、保健衛生費、清掃費の２項目で３億７，４２４万５，０００円を計上し

ております。 

  保健衛生費では、１億５，３３４万５，０００円を計上しております。 

  保健衛生関係経費の内容といたしましては、各種健康事業や健康診査等への参加を促

すための健康づくり事業の経費とともに、母子保健事業や健康増進事業、妊婦健康診査

への助成支援など、住民の健康増進を図る経費を計上しております。 

  また、各種がん検診をはじめ、高齢者人間ドック事業など各種検診事業に要する経費

を計上しております。 

  さらに、感染症予防対策として、予防接種費助成事業の経費とともに、子どもの細菌

性髄膜炎を予防するヒブワクチンをはじめ、小児用肺炎球菌ワクチンの接種助成事業な

ど、各種予防接種事業に要する経費を計上しております。 

  環境衛生関係経費の内容といたしましては、家庭用の太陽光発電・蓄電設備設置補助

をはじめ、持続可能な社会の実現に向けた取り組みとして、住民の自主的な環境活動を

促進する経費とともに、環境への意識向上を図るため、薪・ペレットストーブの設置、

生ごみ処理機や雤水貯留設備の購入に対して補助する経費を計上するとともに、生活環

境の保全を図るため、環境保全調査事業や不法投棄対策事業、合併処理浄化槽設置整備

事業などに要する経費を計上しております。 

  清掃費では、不燃物収集事業費や資源化物収集事業費、ごみ処理に要する城南衛生管

理組合への負担金など、２億２，０９０万円を計上しております。 

  労働費では、町内企業の雇用や就業者の町内移住の促進を図るための経費をはじめ、
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林業従事者の雇用確保のため、町有林を適切に管理する経費として１，７９４万

５，０００円を計上しております。 

  農林水産業費では、農業費、林業費、水産業費の３項目で、１億７，８３２万円を計

上しております。 

  農業費では、１億４，１７７万３，０００円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、平成２９年度が「お茶の京都」のターゲットイヤーで

あることから、お茶の京都博の開催等の推進経費をはじめ、農業の振興を図るため、農

業共同施設の設置や農機具の共同化・合理化に対する農林業振興事業費補助金、高品質

な玉露・てん茶の生産に必要な被覆棚整備や茶園の新改植に対する補助事業に要する経

費や、出品茶対策に要する経費などを計上しております。 

  そのほか、耕作放棄地の拡大防止を図るため、急傾斜地にある田畑への直接支払交付

金や町単費による転作助成経費とともに、農業の担い手対策や戸別所得補償制度に要す

る経費などを計上しております。 

  また、茶園造成後約５０年が経過し、茶樹の老齢化と急傾斜地形で作業効率が悪化し

ている湯屋谷地区の大福集団茶園の生産性向上を図り、さらなる宇治茶の生産振興を図

るため、再造成に要する経費を計上するとともに、耕作放棄地の再利用、再生利用のた

めの基盤整備を支援する経費、また農業の生産性を高めるため、町単費土地改良事業補

助金に要する経費などを計上しております。 

  林業費では、３，６３９万７，０００円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、健全な森林環境の保全を図るため、間伐及び間伐材の

搬出、森林作業道の整備など造林整備に対する各種補助金をはじめ、企業との協働によ

るモデルフォレスト事業や林道補修に要する経費とともに、豪雤災害、台風災害を踏ま

え、林地内の伐倒木等の流出による人家等への被害を防止するための補助金等の経費を

計上しております。 

  また、猟友会や地域住民、関係機関との連携・協力のもとで取り組む有害鳥獣の駆除

や被害防止に要する経費のほか、野猿等による被害調査、追い払い経費などを計上して

おります。 

  水産業費では、漁業組合助成金１５万円を計上しております。 

  商工費では、８，３７８万７，０００円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、多様性のある成長企業の新商品・新サービスの開発等

を支援する企業成長応援事業の経費をはじめ、本町経済の活性化と就業機会の拡大を図
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るための企業立地促進助成金、企業の負担を軽減し経営の安定化を図るため、信用保証

料や融資利子に対する助成支援や経営指導を実施する商工会への助成に要する経費を計

上しております。 

  観光関係経費の内容といたしましては、「お茶の京都」の交流拠点である永谷宗円生

家や西ノ山集団茶園の整備に要する経費をはじめ、本町随一のレクリエーション施設の

末山・くつわ池自然公園の管理運営経費、観光振興計画の推進や観光まちづくりの実現

を図るための経費、地域おこし協力隊事業費などを計上しております。 

  土木費では、土木管理費、道路橋梁費、河川費、住宅費、都市計画費の５項目で７億

２，８８６万７，０００円を計上しております。 

  土木管理費では、職員人件費など一般管理経費５，３９７万８，０００円を計上して

おります。 

  道路橋梁費では、３億９，６２２万４，０００円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、道路台帳の整備に要する経費、宇治田原山手線整備促

進住民会議の活動経費を助成する経費などのほか、住民が安全かつ快適に通行できる生

活道路を維持・確保するため、町道の維持管理に必要な経費とともに、ボランティア団

体による道路敷花壇の整備に要する経費などを計上しております。 

  また、平成３５年完成予定の新名神高速道路の建設に合わせて整備する宇治田原山手

線の工事委託費や、新市街地との連絡道路として整備する南北線等の用地買収等に係る

経費、京都府と近隣市町村とともに日本遺産などの観光拠点を自転車により広域周遊で

きるルートの整備を行う経費を計上しております。 

  そのほか、住民生活の利便性・安全性・快適性を確保するため、町道の計画的な整備

を図るとともに、住民生活に密着した生活道路の整備改良に要する経費や安全灯の整備、

また交差点や見通しの悪い急カーブに設置しているカーブミラーを、曇りどめと凍結防

止機能を備えた防曇型カーブミラーに更新する経費とともに、朝夕の交通量が著しく増

大している町道路線における交通安全対策に要する経費などを計上しております。 

  河川費では、町管理河川のしゅんせつや維持補修に要する経費３０５万円を計上して

おります。 

  住宅費では、町営住宅の管理のための経費１７３万４，０００円を計上しております。 

  都市計画費では、第５次まちづくり総合計画や新市街地構想等に基づく都市計画マス

タープランの改定に要する経費とともに、町内における空き家等の適正な管理や利活用、

定住化を促進するための総合的な取り組みを推進する経費や、木造住宅の耐震診断及び
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改修助成費、新名神高速道路建設促進対策費や都市公園の維持管理費、公共下水道事業

特別会計繰出金など、合わせて２億７，３８８万１，０００円を計上しております。 

  消防費では、２億９，１３３万８，０００円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、京田辺市消防本部が行う高機能消防指令システムへの

更新経費とともに、京田辺市消防本部に消防事務を委託する経費、宇治田原分署に配備

している消防自動車、救急自動車の維持管理経費を計上するほか、分署施設の維持管理

経費などを計上しております。 

  また、消防団活動に要する経費をはじめ、消防自動車・消火栓などの消防設備の維持

管理費のほか、消防団支援隊活動事業費などを計上しております。 

  教育費では、教育総務費、小学校費、中学校費、社会教育費、保健体育費の５項目で

６億９６７万円を計上しております。 

  教育総務費では、１億２，２１５万８，０００円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、小・中学生を対象に教職員退職者や大学生等の指導に

よる学びの場を創出する寺子屋「うじたわら学び塾」の運営経費をはじめ、学校の教育

力向上支援のため、教育課程の編成等に当たる専門教員を配備するほか、児童生徒の英

語力を高めるため、英語指導助手を配備する経費を計上しております。 

  また、鉄軌道のない本町の地理的条件を踏まえ、本町独自施策である高校生通学費補

助金の制度拡充を図るための経費をはじめ、奨学金に要する経費を計上し、高校就学支

援の充実を図ります。 

  小学校費では、７，３５４万１，０００円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、教育環境の維持・確保を図るため、経年劣化等が見ら

れる学校施設の修繕費用とともに、パソコン等の情報ネットワーク機器をはじめとする

学校施設の維持管理に要する経費のほか、校内安全巡視員の配置に要する経費などを計

上しております。 

  また、発達障がいを有する児童生徒の教育支援を行うため、本町独自施策として、特

別支援補助教員を各小学校に配備する経費を計上するとともに、学力の充実・向上を図

るための経費、宇治田原に誇りと愛着を持つ児童生徒の育成を図るため、町独自事業と

して実施するお茶に関する学習授業に要する経費を計上しております。 

  さらに、児童の読書活動の普及や国語力の向上を図るため、学校図書室の蔵書整備や

図書館司書の配備に要する経費を計上するとともに、理科・算数教育の充実を図る教材

備品の購入経費などを計上しております。 
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  そのほか、就学援助・奨励事業費やスクールバス運行費などを計上しております。 

  中学校費では、４，９９８万円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、教育環境の維持・確保を図るため、経年劣化等が見ら

れる学校施設の改修費用をはじめ、情報ネットワーク機器や学校施設の維持管理費とと

もに部活動の活性化を図るため、各種大会等の出場助成費のほか、生徒の見守り支援活

動として、校内にふれあいサポーターを配置する経費などを計上しております。 

  また、英語力の向上を図るため、英語検定の受検費用を助成する経費を計上するとと

もに、小学校と同様、学力の充実・向上を図るための経費、お茶に関する学習授業の実

施や理科・数学教材の購入に関する経費、学校図書室の運営経費のほか、就学援助・奨

励事業費やスクールバス運行費、通学ヘルメット支給に要する経費を計上しております。 

  社会教育費では、２億１，９５９万１，０００円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、貴重な地域資源である化石の管理や活用を図るととも

に、幅広い世代の人々が集い憩える広場整備に要する経費をはじめ、宇治田原ふるさと

文化賞実施事業費や生涯学習推進事業費、文化協会助成金などを計上しております。 

  また、地域の子育て機能・教育力を生かす取り組みとして、放課後子ども教室推進事

業をはじめ、学社連携事業に取り組む団体や子ども会に対する助成支援に要する経費な

どのほか、成人式開催費を計上しております。 

  文化財保護の取り組みとしては、文化財の管理保全経費や田原祭保存継承助成金など

を計上しております。 

  総合文化センターの経費といたしましては、文化・芸術振興を図るため、文化センタ

ーでの各種公園の開催経費をはじめ、施設の維持管理費などを計上しております。 

  町立図書館の取り組みとして、読書環境の充実を図るため、計画的な図書購入に要す

る経費とともに、住民の読書活動を推進するため、小学校図書室への図書資料の貸し出

しや読書活動ボランティアの育成・支援に要する経費などを計上しております。 

  そのほか、まるやま交流館の施設維持管理に要する経費を計上するほか、老朽化して

いる田原児童育成施設を新たに整備する経費をはじめ、放課後児童健全育成事業の運営

経費などを計上しております。 

  保健体育費では、１億４，４４０万円を計上しております。 

  経費の内容といたしましては、スポーツの普及・振興を図るため、体育協会活動に対

する助成支援をはじめ、スポーツ推進委員会が実施する事業に要する経費などを計上し

ております。 
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  また、経年劣化している住民テニスコートと屋外用バスケットボールコートの改修の

経費をはじめ、住民体育館やトレーニングセンター、住民プール、住民グラウンドや奥

山田グラウンドふれあい広場の管理運営費などを計上しております。 

  また、学校給食関係の取り組みとして、子どもの食育を推進するため、特産品である

お茶を使った献立による給食試食会の開催や保護者参観日での給食提供などに要する経

費のほか、学校給食の運営に要する経費を計上しております。 

  災害復旧費では、万一の災害に備えた復旧事業の経費として、農林水産施設災害復旧

費、公共土木施設災害復旧費の２項目で、１，４２９万８，０００円を計上しておりま

す。 

  公債費では、平成２８年度末長期債現在高見込４４億４，８３８万円に対する元利償

還金及び一時借入金利子として、３億９，５８４万５，０００円を計上しております。 

  次に、「第２表 債務負担行為」につきましては、児童通所支援事業所運営支援事業

の平成４８年度まで、不燃物収集事業の平成３４年度まで、及び資源化物収集事業の平

成３４年度までの債務負担限度額を定めるものでございます。 

  次に、「第３表 地方債」につきましては、情報伝達システム整備事業費をはじめ、

保育施設整備事業費、観光施設整備事業費、道路橋梁改良舗装事業費、多機能消防資機

材整備事業費、消防指令システム整備事業費、奥山田交流施設整備事業費、体育施設整

備事業費、災害復旧事業費及び臨時財政対策について、起債の限度額などを定めるもの

でございます。 

  続きまして、議案第８号、平成２９年度宇治田原町国民健康保険特別会計（事業勘

定）予算につきましては、予算総額は、歳入歳出それぞれ１３億４，６３２万

６，０００円で、前年対比４．５％の減額となっております。 

  歳入では、国民健康保険税２億５，４８０万５，０００円、国庫支出金２億

４，８４０万１，０００円、療養給付費等交付金２，６１８万７，０００円、前期高齢

者交付金３億７３１万５，０００円、府支出金８，０９８万１，０００円、共同事業交

付金３億４７６万５，０００円、繰入金１億２，２０４万円などを計上しております。 

  歳出では、保険給付費８億２０２万５，０００円、後期高齢者支援金１億

３，３４９万５，０００円、介護納付金５，４８１万１，０００円、共同事業拠出金

２億８，９２２万円、保健事業費２，１１４万７，０００円などを計上しております。 

  続きまして、議案第９号、平成２９年度宇治田原町後期高齢者医療特別会計予算につ

きましては、予算総額は歳入歳出それぞれ１億１４９万１，０００円で、前年対比
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２．８％の増額となっております。 

  歳入では、後期高齢者医療保険料７，２１１万５，０００円、繰入金２，７０９万

３，０００円などを計上しており、歳出では、後期高齢者医療広域連合納付金

９，５８５万１，０００円などを計上しております。 

  続きまして、議案第１０号、平成２９年度宇治田原町介護保険特別会計予算につきま

しては、予算総額は、歳入歳出それぞれ７億４，８１８万４，０００円で、前年対比

１％の増となっております。 

  まず、保険事業勘定ですが、歳入では、保険料１億５，６２１万５，０００円、国庫

支出金１億５，４６０万１，０００円、支払基金交付金１億９，２７８万１，０００円、

府支出金１億６０４万６，０００円、繰入金１億３，４０５万６，０００円を計上して

おり、歳出では、保険給付費６億７，２７９万６，０００円、地域支援事業費

４，９３１万７，０００円などを計上しております。 

  続きまして、介護サービス事業勘定ですが、歳入では、サービス収入として予防給付

費収入３７８万円、歳出では、事業費として居宅介護支援事業費４１８万円などを計上

しております。 

  続きまして、議案第１１号、平成２９年度宇治田原町公共下水道事業特別会計予算に

つきましては、予算総額は、歳入歳出それぞれ６億７，３６９万１，０００円、前年対

比は６．８％の増となっております。 

  まず、「第１表 歳入歳出予算」ですが、歳入では、分担金及び負担金８７５万

５，０００円、使用料及び手数料８，７７１万６，０００円、国庫支出金９，０００万

円、繰入金２億２，６０９万２，０００円、諸収入４，６８２万８，０００円、町債

２億１，３７０万円などを計上しております。 

  歳出では、総務費１億４，２０５万５，０００円、公共下水道事業費３億３４２万

５，０００円、浄化槽整備推進事業費３６０万３，０００円、公債費２億２，４１０万

８，０００円などを計上しております。 

  次に、「第２表 地方債」につきましては、公共下水道事業債などにおいて、起債限

度額などを定めるものでございます。 

  続きまして、議案第１２号、平成２９年度宇治田原町水道事業会計予算につきまして

は、支出予算総額は５億４，６６３万４，０００円で、前年対比０．７％の減額となっ

ております。 

  まず、収益的収入及び支出の予算額につきましては、水道事業収益３億１，７９１万
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５，０００円、水道事業費用２億８，４７４万７，０００円を計上しております。 

  水道事業収益では、営業収益の給水収益２億５３４万８，０００円、営業外収益の受

取利息２２万９，０００円などを計上しており、水道事業費用では、営業費用の原水及

び浄水費６，４７５万６，０００円、減価償却費１億１，４６５万７，０００円、営業

外費用の支払利息及び企業債取扱諸費１，３１０万１，０００円などを計上しておりま

す。 

  次に、資本的収入及び支出の予算額につきましては、資本的収入９，６９８万

１，０００円、資本的支出２億６，１８８万７，０００円を計上しております。 

  資本的収入では、企業債３，４００万円、負担金５，７７０万円などを計上しており、

資本的支出では、建設改良費の配水設備改良費７，８２０万円、拡張事業費

７，４４８万円、企業債償還金７，３５８万４，０００円などを計上しております。 

  なお、資本的収入額が、資本的支出額に対し不足する額１億６，４９０万

６，０００円は、過年度分損益勘定留保資金等で補塡することとしております。 

  続きまして、議案第１３号、特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例を制定するにつきましては、学校医の報酬額について、綴

喜地方教育委員会連合会と綴喜医師会とでの協議がまとまったことから、所要の改正を

行うものでございます。 

  また、保育所医及び保育所歯科医について、報酬額を学校医及び学校歯科医の報酬額

と同額とするため、所要の改正をあわせて行うものでございます。 

  続きまして、議案第２４号、宇治田原町町内雇用促進条例の一部を改正する条例を制

定するにつきましては、町内企業の雇用を促進するため、事業者が町内在住者を正規雇

用した場合に、引き続き助成金を交付するとともに、新たに町外からの移住経費等に係

る事業者負担を支援することで、本町への移住促進を図るため、所要の改正を行うもの

でございます。 

  主要な改正内容は、現条例が平成２８年度末に失効することに伴い、内容を改編の上、

期限を延長するものでございます。 

  以上、よろしくご審査を賜りまして、ご可決いただきますようお願いを申し上げます。 

○議長（田中 修） 提案理由の説明が終わりましたので、各議案に対する質疑を行いま

す。 

  議案第７号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 
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○議長（田中 修） 議案第７号に対する質疑を終わります。 

  議案第８号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第８号に対する質疑を終わります。 

  議案第９号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第９号に対する質疑を終わります。 

  議案第１０号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１０号に対する質疑を終わります。 

  議案第１１号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１１号に対する質疑を終わります。 

  議案第１２号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１２号に対する質疑を終わります。 

  議案第１３号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第１３号に対する質疑を終わります。 

  議案第２４号に対する質疑を行います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 議案第２４号に対する質疑を終わります。 

  以上で、各議案に対する質疑を終わります。 

  お諮りいたします。ただいま議題となっております８議案につきましては、予算特別

委員会に付託することにいたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、議案第７号から議案第１３号及び議

案第２４号の８議案は、予算特別委員会に付託することに決定いたしました。 

────────────────────────────────────────── 

◎意見書第１号の上程、説明、質疑、討論、採決 

○議長（田中 修） 日程第３３、意見書第１号、地方議会議員の厚生年金制度への加入
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を求める意見書（案）を議題といたします。 

  提出者より提案理由の説明を求めます。議会運営委員会委員長松本健治君。 

○議会運営委員会委員長（松本健治） それでは、地方議会議員の厚生年金制度への加入

を求める意見書の提案理由について説明を行いたいと思います。 

  現在、地方議会の重要性が論じられている中、議員は議会活動のほか、地域における

住民ニーズの把握等さまざまな議員活動を行っており、その職務は近年において専業化

が進んでいる状況にございます。 

  一方で、昨年実施された本町の議会議員選挙においては、候補者数の減尐はなかった

ものの、全国の町村議会が抱えている問題の一つとして、議員のなり手不足が深刻化し

ているところでございます。 

  一昨年、全国９２８ある町村のうち、およそ４割に当たる３７３町村において統一地

方選挙が実施されましたが、２割以上に当たる８９町村で無投票当選になりました。中

でも、４町村で定数割れという事態が発生しております。 

  ご承知の通り、専業議員には議員を退職した後の生活の保障は基礎年金しかなく、ま

たサラリーマンなどとの兼業議員は加入している厚生年金が議員在職期間は通算されず、

結果、受け取る年金額も低くなってしまうような状況であります。 

  住民の代表として、議員がこれまで以上にまちづくりにしっかりとかかわっていくた

めには、幅広い層の住民が参画できるような環境づくりに努めていかなければなりませ

ん。 

  そのためには、地方議会議員の年金・医療保険制度を時代にふさわしいものに改め、

議員を志す新たな人材を確保していくことが必要であると考えておりますので、この意

見書への皆様方のご賛同をお願いし、提案理由の説明を終わりたいと思います。 

○議長（田中 修） 説明が終わりましたので、意見書第１号に対する質疑を行います。

質疑はありませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） ないようでございますので、本案に対する質疑を終わります。 

  本案に対する討論を行います。討論はございますか。今西議員。 

○１０番（今西久美子） ただいま議題となっております意見書第１号、地方議会議員の

厚生年金制度への加入を求める意見書（案）につきまして、反対の立場から討論を行い

ます。 

  地方議会議員に対する何らかの保障というのは、必要だと考えております。しかし、
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今回意見書にあるように、なり手不足の解消にはこの厚生年金制度への加入をすればそ

れで済むというものではないと考えます。 

  また、今の住民の皆さんの多くといいますか、国民年金だけの方も大変多くおられる

中、住民の代表である議員であるからこそ、私たちは住民に寄り添い、住民の皆さんの

利益がもっとよくなるように、また福祉の増進についてしっかりと寄り添っていくべき

であると考えます。 

  したがいまして、議員の厚生年金制度の加入、それだけを求めるという意見書に対し

ては賛同することができません。 

  以上、反対討論とします。 

○議長（田中 修） ほかに討論ございますか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 討論なしと認めます。 

  これより、本案の採決をいたしたいと思います。ご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。 

  挙手により採決いたします。原案に賛成の方の挙手を求めます。 

（賛成者挙手） 

○議長（田中 修） 挙手多数。よって、本案は原案どおり可決することに決定しました。 

  本意見書につきましては、議長名をもちまして関係機関に提出することといたします。 

  お諮りいたします。以上で本日の日程は全部終了いたしました。本日はこれにて散会

いたしたいと思います。これにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○議長（田中 修） 異議なしと認めます。よって、本日はこれにて散会することに決定

しました。 

  次回は３月８日午前１０時から会議を開きますので、ご参集のほどよろしくお願い申

し上げます。 

  なお、本日付託いたしました議案につきましては、それぞれの所管の委員会において

十分な審査をお願いいたします。 

  本日は大変ご苦労さまでございました。 

散  会   午後 ０時４０分 
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